
ACTION WITH ALL BEINGS
～すべての声なき声に寄り添う～

40周年記念事業総合テーマ

13:30　開式
13：15　    主催者挨拶：森脇友紀子　女性部会部会長（カトリック東京大司教区アレルヤ会会長）
13:40　40年の歩み（映像）
13:50　祝辞
　　　     植松誠　WCRP日本委員会理事長（日本聖公会主教）
 　　       アッザ・カラム　WCRP国際事務総長
                小野寺明美　本吉絆つながりたい事務局長
14:05　筝曲演奏　『めでたきこと限りなし』
　　　　　　　　  『秋の唱歌メドレー：村祭り、虫の声、赤とんぼ、もみじ』
14:15　閉式
　　  　休憩（14:45まで）

記念式典（第一部）　13:30～14:15

総合司会：田中佑佳子　女性部会事務局長

 　　　　   （立正佼成会）

記念パネルトーク（第二部）　14:45～16:45

14:45　開会
14:47　趣旨説明：松井ケティ　女性部会委員（清泉女子大学教授）
14:55　パネルトーク
              モデレーター：松井ケティ　女性部会委員（清泉女子大学教授）
　　　   【1】稲葉奈々子先生  （上智大学総合グローバル学部教授）
　　　   【2】ドウ・イン・イン・モウ博士（WCRP/RfPミャンマー委員会事務局長）*オンライン
　　　   【3】柴谷宗叔先生（性善寺[大徳山浄峰寺]住職）
16:20　質疑応答
16:40　閉会挨拶：河田尚子　女性部会副部会長（アル・アマーナ代表）



稲葉奈々子先生

上智大学総合グローバル学部教授。社会学者。

東京外国語大学学士（文学）、パリ第7大学DEA*、東京大学修士（学術）取
得。社団法人「反貧困ネットワーク」理事、NPO「移住者と連帯する全国ネ
ットワーク」運営委員。女性移住者の「リサーチ＆アクション」など、女性

移住者や非正規滞在者の権利擁護を中心に活動している。主な著作に、『国

境を越える』青弓社、「新型コロナウイルス感染拡大と非正規移民の子ども

の社会的排除」、『現代思想』VOL.49-4など。
　　                   　*DEAは、フランスの医療、特に救急に関するディプロマ（国家資格）のこと。

ドウ・イン・イン・モウ博士

WCRP／RFPミャンマー委員会事務局長。ヤンゴン大学理学部卒（植物
学）、神学修士号（ミャンマー神学院）、聖職博士号（セントラル・バプテ

ィスト神学校、カンザスシティ、米国）を取得し、エキュメニカル・スタデ

ィ（ボッシー・エキュメニカル・インスティテュート、スイス）や女性と社

会に関する国際文化コース（聖スコラスティカ・カレッジ、フィリピン）を

修了。現在は、 ミャンマー国教会「母親連合」ナショナルディレクターほ
か、女性信仰者ネットワーク会長、ミャンマー評議会執行委員会委員、ミャ

ンマー教会協議会執行委員会委員、ミャンマーハンセン病伝道団理事を務め

ている。

柴谷宗叔先生

性善寺（大徳山浄峰寺）代表役員住職。高野山真言宗神風山大鳥寺住職。早

稲田大卒。高野山大学大学院博士課程修了。博士（密教学）。高野山大学密

教文化研究所研究員。巡礼遍路研究会会長。園田学園女子大学公開講座講

師。元読売新聞記者。四国八十八ヶ所霊場会公認大先達。西国三十三所札所

会公認特任大先達。四国ヘンロ小屋プロジェクトを支援する会副会長。高野

山真言宗権少僧正。高野山本山布教師心得。高野山金剛峯寺境内案内人。レ

インボーフェスタイン和歌山2018実行委員。著書に『公認先達が綴った遍
路と巡礼の実践学』（高野山出版社、2007）、『江戸初期の四国遍路　澄
禅『四国辺路日記』の道再現』（法蔵館、2014）、『四国遍路こころの旅
路』（慶友社、2017）、『空海名言法話全集　空海散歩』（筑摩書房、
2017、共著）第1巻～など。2010年、岡山大学病院で性再適合手術、戸籍・
僧籍の性別も変更。

松井ケティ女性部会委員

清泉女子大学教授。包括的平和学習、協調的コミュニケーション法、英語教

授法などを専門とする。主な社会活動は平和教育地球キャンペーン（GCPE）
や武力紛争予防のためのグローバル・パートナーシップ（GPPAC）、東北ア
ジア地域平和構築インスティテュート(NARPI)などで平和教育・平和構築の活
動に参加している。また、清泉女子大学地球市民学科教授、親学会理事、

WCRP日本委員会女性部会委員、和解の教育タスクフォース運営委員、平和研
究所所員を務める。

性差やセクシュアリティによる生きづらさ、不平等な現状を認識し、社会的な構造を変えるための学びと

発信の機会としたい。ジェンダーやセクシュアリティが私たちの生活や社会にどのように影響を与え、ど

のような問題が存在しているのかを学び、あらゆる人がその人らしく生きていける社会をめざすための一

助とする。

ジェンダーと人権
パネルトークテーマ

パネリスト・モデレーター紹介



NOTE



お問合せ
WCRP日本委員会
T : 03-3384-2337
F : 03-3383-7993
E : rfpj-info@wcrp.or.jp
W: https://www.wcrp.or.jp

女性部会
Facebook

女性部会
Instagram

WCRP日本委員会
ウェブサイト


